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2わたしの議会。

9月
議会報告

　令和５年度鳥羽市一般会計及び各特別会計歳入歳出決算
認定ほか、鳥羽市個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例の一部改正についてなど、執行部提案議案16
件、請願１件、発議１件を審議しました。

○	�地方創生臨時交付金等を活用し、低所得世帯、住民税均等割世帯、子育て世帯を対象に給付金事業を実施し、
物価高騰に直面する世帯の経済的負担軽減を図りました。

○	�ふるさと納税寄附金については、ポータルサイトの拡充や旅行関連商品を中心とした取り組み強化等を行った
結果、寄附額は前年度比微減になったものの、寄附件数としては過去最高の1万2,350件の寄附があり、多くの
鳥羽ファンを獲得するとともに自主財源の確保に努めました。

　令和5年度の決算は、一般会計で実質収支が4億6,918万6千円の黒字となりましたが、前年度の実質収支を差し
引いた単年度収支では1億5,154万4千円の赤字となりました。
　また、特別会計では実質収支において国民健康保険事業で4,272万9千円、介護保険事業で9,609万3千円、特定
環境保全公共下水道事業で2,194万5千円、後期高齢者医療で1,921万4千円の黒字となっており、5事業の合計で1
億7,998万2千円の黒字となりました。
　令和5年度における一般会計、特別会計の決算状況は下表のとおりです。

　　　　　区分

会計

歳入決算額 歳出決算額
歳入歳出
差 引 額

（形式収支）

翌年度へ
繰り越す
べき財源

実質収支 令和４年度
実質収支

令和５年度
単年度収支

Ａ Ｂ Ｃ（A-B） Ｄ Ｅ（C-D) Ｆ Ｇ（E-F）

一 般 会 計 13,659,376 13,188,795 470,581 1,395 469,186 620,730 △ 151,544

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

国 民 健 康
保 険 事 業 2,651,668 2,608,939 42,729 0 42,729 66,871 △ 24,142

介 護 保 険
事 業 2,828,726 2,732,633 96,093 0 96,093 36,289 59,804

定 期 航 路
事 業 827,036 827,035 1 0 1 1 0

特 定 環 境
保 全 公 共
下水道事業

164,556 142,611 21,945 0 21,945 1 21,944

後期高齢者
医 療 578,419 559,205 19,214 0 19,214 5,395 13,819

小 計 7,050,405 6,870,423 179,982 0 179,982 108,557 71,425
合 計
（一般＋特別） 20,709,781 20,059,218 650,563 1,395 649,168 729,287 △ 80,119

■歳入 ■歳出

令和
元年度 12,078 11,730

令和
２年度 15,401 14,888

令和
３年度 13,709 12,825

令和
４年度 13,600 12,972

令和
５年度 13,659 13,1892,000
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令和元年度 令和４年度 令和５年度令和３年度令和２年度

令和５年度 会計別決算状況

一般会計決算規模の推移

（単位：千円）

（単位：百万円）

令和５年度 決算の概要



3 わたしの議会。

行
政
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　各常任委員会に 12 議案と１請願が付託されました。常任委員会報告

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

認
定
第
１
号　

令
和
５
年
度
鳥
羽
市

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

審
査
終
了
後
の
委
員
間
討
議
で

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
意
見

企
画
財
政
課

　

地
域
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
、

長
期
的
な
目
線
で
行
う
事
業
で
あ
り

今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
が
、

事
業
の
実
施
に
お
い
て
ア
プ
リ
の
推

進
が
前
面
に
出
て
お
り
、
現
時
点
で

で
き
て
い
な
い
こ
と
を
把
握
し
た
う

え
で
、
手
法
の
見
直
し
も
検
討
す
る

と
と
も
に
、
市
民
へ
の
理
解
を
深
め

る
べ
き
。

現　行 一部（半額）還付 還付なし

改正後 全額還付 一部（半額）還付 還付なし

⬆
全額還付を
追加

⬆
半額還付期間
の拡大

予約日 3月前 ５日前➡➡➡➡ ４日前 ３日前 ２日前 １日前 使用期日

※なお、自己の責めによらない理由で運動施設を使用できなかったときは、利用料金の全額を還付する。（現行と同様の取り扱い）

利用料金の還付期間

地元をつなぐまちのアプリ
「マイコミュ」

答	�

神
島
保
育
所
の
児
童
数
は
基
準
の

範
囲
内
に
収
ま
っ
て
い
る
た
め
、
職

員
の
配
置
等
に
特
に
影
響
は
な
い
。

議
案
第
16
号　

鳥
羽
市
運
動
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

〈
内
容
〉
利
用
料
金
の
還
付
に
係
る
規

　

�

定
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
が
特

別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
た
と
き

は
全
部
又
は
一
部
を
還
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
運
動
施

設
の
利
用
促
進
を
図
る
。

問	�
還
付
規
定
を
見
直
す
こ
と
で
、

キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生
し
た
場
合
に

次
の
利
用
者
の
予
約
が
入
ら
ず
、

指
定
管
理
者
の
収
入
が
減
る
可
能

性
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
か
。

答	�

指
定
管
理
者
と
は
協
議
を
し
て
お

り
、
基
本
的
に
市
の
取
り
決
め
に

沿
っ
た
運
用
を
す
る
こ
と
が
指
定

管
理
者
の
努
め
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
了
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

議
案
第
14
号　

鳥
羽
市
家
庭
的
保
育

事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

〈
内
容
〉
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
及

　

�

び
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業

所
に
お
け
る
保
育
士
の
数
並
び
に

小
規
模
保
育
事
業
所
Ｂ
型
及
び
小

規
模
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
に

お
け
る
保
育
従
事
者
の
数
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
改
め
る
。

満
３
歳
以
上
満
４
歳
に
満
た
な
い
児
童

　

お
お
む
ね
20
人
に
つ
き
１
人
↓

お
お
む
ね
15
人
に
つ
き
１
人

満
４
歳
以
上
の
児
童

　

お
お
む
ね
30
人
に
つ
き
１
人
↓

お
お
む
ね
25
人
に
つ
き
１
人

問	�

該
当
す
る
神
島
保
育
所
に
つ
い

て
、
今
後
の
職
員
配
置
に
支
障
は

出
な
い
か
。
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き
続
き
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
の
意

見
が
あ
り
、
外
国
船
籍
の
誘
致
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

消
防
本
部

　

離
島
救
急
患
者
搬
送
費
補
助
事
業

に
お
い
て
、
地
域
の
協
力
の
も
と
、

体
制
構
築
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

教
育
支
援
事
業
に
お
い
て
、
不
登

校
児
童
が
増
加
し
て
い
く
中
で
、
専

門
的
な
見
地
か
ら
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
が
対
応
し
て
い
る
が
、
子

ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
声
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、

学
校
へ
行
き
た
い
と
思
え
る
子
ど
も

が
増
え
て
く
る
よ
う
、
努
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

総
務
課

　

能
登
半
島
の
派
遣
に
よ
る
経
験
は
、

し
っ
か
り
と
記
録
に
残
し
、
改
善
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
れ
ば
対
応
を
お

願
い
し
た
い
。

農
林
水
産
課

　

み
え
森
と
緑
の
県
民
税
事
業
に
お

い
て
、
危
険
木
の
伐
採
は
、
町
内
会

か
ら
の
要
望
も
多
く
、
今
後
も
引
き

続
き
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

　

水
産
研
究
所
維
持
管
理
事
業
に
お

い
て
、
種
苗
の
生
産
を
推
進
し
、
養

殖
業
者
の
生
産
拡
大
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
拡
大
し
て
ほ
し
い
。

建
設
課

　

建
築
物
耐
震
化
促
進
事
業
に
お
い

て
、
能
登
半
島
地
震
の
影
響
も
あ
り
、

希
望
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

強
化
し
て
ほ
し
い
。

観
光
商
工
課

　

多
様
な
旅
行
者
の
受
入
推
進
事
業

に
お
い
て
、
鳥
羽
市
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

対
策
事
業
の
中
で
の
外
国
人
雇
用
に

関
し
て
は
効
果
を
非
常
に
期
待
し
て

い
る
。
受
け
入
れ
体
制
を
し
っ
か
り

構
築
し
、
誘
客
に
つ
な
が
る
よ
う
引

議
案
第
10
号　

令
和
６
年
度
鳥
羽
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

〈
主
な
補
正
予
算
の
内
容
と
質
疑
応
答
〉

  

●	�


鳥
羽
へ
の
移
住
・
定
住
応
援
事
業

（
新
た
な
移
住
市
場
を
開
拓
す
る

こ
と
を
目
的
に
、海
外
在
住
日
本
人

に
向
け
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
相
談

会
を
行
う
た
め
の
費
用
を
補
正
）

…
69
万
７
０
０
０
円

問	�

セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会
は
ど
の
よ
う

な
ス
タ
イ
ル
で
実
施
す
る
の
か
。

答	�

タ
イ
の
日
本
人
会
が
貸
し
出
す
施

設
で
、２
、30
人
規
模
の
セ
ミ
ナ
ー

を
予
定
し
て
お
り
、
相
談
会
は
日

本
人
の
方
が
経
営
す
る
カ
フ
ェ
の

一
角
で
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
雰
囲
気
の

個
別
相
談
を
行
う
。

税
務
課

　

外
国
籍
の
滞
納
者
に
対
し
、
母
国

語
で
作
成
し
た
催
告
書
を
送
付
し
た

こ
と
で
、
収
納
率
向
上
に
大
き
く
つ

な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
努
力
を
評
価

す
る
と
と
も
に
、
税
務
課
だ
け
で
な

く
、
全
庁
的
に
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
広
げ
て
ほ
し
い
。

健
康
福
祉
課

　

地
域
共
生
社
会
推
進
事
業
に
お
い

て
、
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
及

び
ま
ち
ト
ー
ク
を
実
施
す
る
地
域
力

強
化
推
進
事
業
は
、
高
齢
化
に
よ
り

サ
ポ
ー
ト
す
る
側
の
人
が
減
っ
て
い

く
な
か
で
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い

る
が
、
居
場
所
づ
く
り
は
大
き
く
必

要
性
が
増
し
て
お
り
、
今
後
も
継
続

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
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●	�


放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
（
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
業
務

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
す
る
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
利
用
環
境
整
備
に

必
要
な
費
用
を
補
正
）

…
98
万
４
０
０
０
円

問	�

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
は
ど
の
よ
う
に
活

用
す
る
の
か
。

答	�

保
護
者
と
の
連
絡
や
職
員
の
受
け

る
研
修
に
使
い
た
い
。

  

●	�


就
学
援
助
事
業（
鳥
羽
東
中
学
校

に
通
学
し
て
い
る
堅
神
町
・
屋
内

町
・
池
上
町
在
住
の
生
徒
に
つ
い

て
、か
も
め
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

伴
い
通
学
手
段
に
バ
ス
を
活
用
す

る
生
徒
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、不
足
す
る
費
用
を
補
正
）

…
55
万
円

問	�

バ
ス
は
帰
り
の
時
間
帯
も
考
慮
し

て
い
る
の
か
。

答	�

離
島
の
生
徒
の
帰
り
の
時
間
も

考
慮
し
て
お
り
、
定
期
船
の
時
間

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
に
な
っ
て
い

る
。
部
活
動
の
終
了
時
間
に
合
わ

せ
て
少
し
遅
ら
せ
た
。

行政常任委員会
提言書

予算決算常任委員会
提言書

議
案
第
19
号　

令
和
６
年
度
鳥
羽
市

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

〈
補
正
予
算
の
内
容
と
質
疑
応
答
〉

  

●	�


配
水
及
び
給
水
費
（
令
和
６
年
７

月
27
日
に
発
生
し
た
長
岡
地
区
断

水
・
濁
水
に
か
か
る
該
当
地
域
へ

の
損
害
補
償
金
を
支
払
う
た
め
の

経
費
及
び
伊
勢
市
、
志
摩
市
か
ら

の
応
急
給
水
活
動
に
か
か
る
費
用

負
担
分
を
増
額
補
正
）

…
２
２
５
０
万
円

問	�

現
時
点
で
の
申
請
や
問
い
合
わ
せ

件
数
は
ど
う
か
。

答	�
９
月
20
日
時
点
で
は
、
申
請
が
３

件
、
そ
の
他
問
い
合
わ
せ
が
９
件

で
あ
る
。

　

９
月
24
日
本
会
議
終
了
後
に
、
河か

わ

村む
ら

議
長
、
濱は

ま

口ぐ
ち

副
議
長
、
瀬せ

﨑さ
き

行
政

常
任
委
員
長
、
世せ

古こ

雅ま
さ

人ひ
と

行
政
常
任

副
委
員
長
、
南

み
な
み

川が
わ

予
算
決
算
常
任
委

員
長
、
山や

ま

本も
と

欽よ
し

久ひ
さ

予
算
決
算
常
任
副

委
員
長
が
市
長
室
を
訪
れ
、
市
長
に

対
し
提
言
書
の
提
出
を
行
い
ま
し
た
。

行
政
常
任
委
員
会
の
提
言
書
に
つ
い
て

　

行
政
常
任
委
員
会
で
は
令
和
５
年

６
月
よ
り
「
医
療
、
離
島
架
橋
」、「
生

成
Ａ
Ｉ
、
人
事
・
行
政
改
革
、
事
業

仕
分
け
」、「
子
育
て
、
人
口
減
少
」

の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
３
班

に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
所
管
事
務
調
査

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
全
て
の
調
査
が
完
了
し

た
こ
と
か
ら
、
所
管
事
務
調
査
結
果

に
基
づ
く
提
言
書
を
市
長
へ
提
出
し

ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

　

杉す
ぎ

本も
と　

友ゆ

季き　

氏

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

　

中な
か

村む
ら　

悦え
つ

子こ　

氏

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
同
意

　

笠か
さ

井い　

杉す
ぎ

代よ　

氏

　

下し
も

村む
ら　

明あ
け

美み　

氏
人　

事

提
言
書
の
提
出
に
つ
い
て

予
算
決
算
常
任
委
員
会
の
提
言
書

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、
９

月
10
日
か
ら
13
日
ま
で
行
わ
れ
た
令

和
５
年
度
決
算
審
査
に
お
い
て
、
議

員
間
討
議
で
出
さ
れ
た
意
見
に
基
づ

き
作
成
し
た
令
和
７
年
度
予
算
編
成

に
対
す
る
提
言
書
を
市
長
へ
提
出
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
各
提
言
書
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す
。
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議員別表決結果令和6年8月28日～ 9月24日会議 ○○：賛成　××：反対
－：欠席もしくは棄権

議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

世せ

古こ

雅ま
さ

人ひ
と

山や
ま

本も
と

欽よ
し

久ひ
さ

瀬せ

﨑さ
き

伸し
ん

一い
ち

南み
な
み

川が
わ

則の
り

之ゆ
き

濱は
ま

口ぐ
ち

正ま
さ

久ひ
さ

山や
ま

本も
と

哲て
つ

也や

河か
わ

村む
ら　

孝た
か
し

戸と

上が
み　

健け
ん

木き
の

下し
た

順じ
ゅ
ん

一い
ち

坂さ
か

倉く
ら

広ひ
ろ

子こ

尾お

﨑ざ
き　

幹み
き

世せ

古こ

安や
す

秀ひ
で

10 令和６年度鳥羽市一般会計補正予算（第３号）

9月24日

可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

○○ ○○ ○○ ○○ ○○

11 令和６年度鳥羽市介護保険事業特別会計補正予算
（第１号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

12 令和６年度鳥羽市水道事業会計補正予算（第２号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

13 鳥羽市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に
関する条例の一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

14 鳥羽市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

15 鳥羽市国民健康保険条例の一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

16 鳥羽市運動施設の設置及び管理に関する条例の
一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

17 令和５年度鳥羽市水道事業会計未処分利益剰余金
の処分について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

18 三重県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に
関する協議について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

19 令和６年度鳥羽市水道事業会計補正予算（第３号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

20 教育委員会委員の任命について 同意 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

21 公平委員会委員の選任について 同意 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

諮問1 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 同意 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

諮問2 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 同意 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

請願1 鳥羽の子どもたちの「豊かな学び」の保障と充実を求める請願書 採択 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

認定1 令和５年度鳥羽市一般会計及び各特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

認定2 令和５年度鳥羽市水道事業会計決算認定について 認定 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

発議3 鳥羽の子どもたちの「豊かな学び」の保障と充実を求める意見書の提出について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

報告5 令和５年度鳥羽市健全化判断比率の報告について

報
告
に
つ
き
採
決
な
し

報告6 令和５年度鳥羽市定期航路事業特別会計資金不足比率の報告について

報告7 令和５年度鳥羽市特定環境保全公共下水道事業特別会計資金不足比率の報告について

報告8 令和５年度鳥羽市水道事業会計資金不足比率の報告について

報告9 一般財団法人鳥羽市開発公社の経営状況の報告について

報告10
専決処分した事件の報告について
（接触事故に伴う和解及び損害賠償の額を定めるこ
とについて）

報告11
専決処分した事件の報告について
（自動車破損事故に伴う和解及び損害賠償の額を定
めることについて）

報告12
専決処分した事件の報告について
（自動車破損事故に伴う和解及び損害賠償の額を定
めることについて）

　市議会では、「市議会議員」としての年賀状を自粛することを申し合わせて
おりますので、市民の皆様のご理解をお願いいたします。

年賀状の自粛申し合わせについて
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一般質問
これが問いたい ● ここが聞きたい

日程 議員氏名 項目

９月３日（火）

戸
と

上
がみ

　健
けん

記録的な猛暑から市民を守る対策について
物価高、生活苦における市民の救済について
高齢者の人権と尊厳、希望ある生活のための施策について
非核平和政策について

南
みなみ

川
がわ

則
のり

之
ゆき
鳥羽中央公園一帯の活用について
市職員の働き方改革について
市内小中学校の新しい学び方、休み方の実施について

坂
さか

倉
くら

広
ひろ

子
こ 高齢者の終活支援に向けた本市の取り組みについて

瀬
せ

﨑
さき

伸
しん

一
いち ライフライン「水」の供給設備整備について

９月５日（木）

山
やま

本
もと

哲
てつ

也
や 歯と口の健康を保つための取り組みについて

濱
はま

口
ぐち

正
まさ

久
ひさ 鳥羽市における人材確保と環境整備について

木
きの

下
した

順
じゅん

一
いち

南海トラフ地震臨時情報に対する対応について
木造住宅の耐震改修等の支援について
災害関連死の認定にかかる審査会の設置について
市長の進退について

９月３日・５日に７人の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁の概要をお知らせします。
※一般質問、議案質疑の原稿は議員本人の文責です。

各議員の動画はこちらからご覧いただけます↑

問	�

全
国
で
は
４
割
を
超
え
る
自
治
体
が
学
校

給
食
費
無
償
化
に
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。

市
長
の
ご
所
見
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答	�

市
長　

給
食
費
は
、
国
が
学
校
給
食
法

を
改
正
し
、
食
材
も
含
め
て
国
費
の
負

担
と
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
と

し
て
は
、
海
洋
教
育
や
英
語
教
育
な
ど
、

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
人
生
に
お
い

て
、
財
産
と
な
る
事
業
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
周
辺
市
町
の
状

況
も
勘
案
し
つ
つ
、
無
償
化
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

意
見 �

市
民（
安
楽
島
地
区
40
代
女
性
）の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。「
半
額
に
な
っ
た

商
品
を
買
う
、５
％
オ
フ
の
日
に
ま
と
め

て
買
う
、理
美
容
は
年
４
回
か
ら
年
２
回

に
し
た
、外
食
は
し
な
い
よ
う
に
し
た
、

ご
み
袋
は
１
０
０
％
以
上
詰
め
て
出
す

よ
う
に
し
た
、エ
ア
コ
ン
を
つ
け
な
い
よ

う
に
し
た
、服
も
買
わ
な
く
な
っ
た
」、こ

れ
が
今
の
子
育
て
世
代
の
声
で
す
。生
活

困
窮
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
を
要
望
し
て

お
き
ま
す
。

問	�

物
価
高
騰
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
敬

老
祝
い
金
を
８
０
０
円
か
ら
１
０
０
０
円

に
増
額
し
、
高
齢
者
に
少
し
で
も
優
し

い
気
遣
い
の
あ
る
施
策
を
講
じ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

答	�

市
長　

敬
老
祝
い
金
に
つ
い
て
は
、
増
額

は
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長

国
が
負
担
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い

戸
と

上
がみ

健
けん

学
校
給
食
費
無
償
化
を

市
長

 

増
額
は
難
し
い

敬
老
祝
い
金
を

１
０
０
０
円
に
増
額
を

学校給食の無償化を求める要望活動の様子
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問	�

身
寄
り
の
な
い
人
の
終
活
を
行
政
が
支

援
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
鳥
羽

市
に
お
い
て
も
、
高
齢
者
の
単
独
世
帯
の

増
加
に
よ
り
、
終
活
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
終
活
支
援
に

向
け
た
本
市
の
取
組
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

答	�

健
康
福
祉
課
長　

ご
本
人
の
思
い
や
望

み
、
人
生
の
最
終
段
階
で
受
け
る
医
療

へ
の
意
思
表
明
な
ど
に
つ
い
て
書
き
留

め
、
家
族
や
支
援
者
と
共
に
本
人
の
意

思
決
定
の
支
援
を
行
う
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
の
活
用
を
高
齢
者
の
終
活
支
援

の
１
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
必
要
な
方
に
健

康
福
祉
課
の
窓
口
で
書
き
方
や
活
用
方

法
に
つ
い
て
説
明
し
な
が
ら
配
付
し
て
い

る
ほ
か
、
終
活
に
関
す
る
講
座
や
広
報

等
で
周
知
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
医
療
や
ケ
ア

を
受
け
た
い
か
を
自
分
自
身
で
前
も
っ
て

考
え
、
周
囲
の
信
頼
す
る
人
た
ち
と
共

有
し
て
お
く
人
生
会
議
、
ア
ド
バ
ン
ス
・

ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
普
及
啓
発
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問	�

松
阪
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
サ
ポ
ー
ト
の
相
談
窓
口
を
市
と
し
て

取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
、
市
長
の
ご
所

見
を
伺
い
ま
す
。

答	�

市
長　

行
政
に
と
っ
て
も
重
要
な
こ
と

で
す
の
で
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
取

組
を
は
じ
め
終
活
の
相
談
や
手
続
に
つ

な
が
る
よ
う
な
取
組
を
し
っ
か
り
と
進
め

て
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
の
安
心
を
支
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

坂
さか

倉
くら

広
ひろ

子
こ

市
長取

組
を
し
っ
か
り
と
進
め
、

高
齢
者
の
暮
ら
し
の

安
全
を
支
え
て
い
き
た
い

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト

相
談
窓
口
に
取
り
組
む
考
え
は

問	�

市
民
プ
ー
ル
及
び
大
規
模
改
修
し
た
体
育

館
の
不
具
合
は
、施
設
を
利
用
す
る
市
民
、

利
用
者
の
声
も
届
い
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
安
全
・
安
心
な
施
設
利
用
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
も
、
早
急
な
対
応
の
必
要

性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

答	�

教
育
長　

市
民
プ
ー
ル
は
、
い
ろ
ん
な
不

具
合
が
散
見
し
て
い
て
、
利
用
者
の
声
も

聞
い
て
い
ま
す
が
、
全
体
的
な
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
市
民
体
育
館
は
、
今
の
よ
う
な

状
態
で
す
が
、
競
技
団
体
に
お
聞
き
し
な

が
ら
、
建
設
課
と
し
っ
か
り
協
議
し
、
今

後
の
改
修
等
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

答	�

市
長　

老
朽
化
な
ど
安
全
面
に
つ
い
て
は

応
急
措
置
を
し
て
で
も
解
消
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、

利
用
者
の
声
を
聞
い
て
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

問	�

児
童
生
徒
が
平
日
の
休
暇
取
得
を
推
奨
す

る
新
し
い
学
び
方
、
休
み
方
と
し
て
制
度

を
導
入
す
る
自
治
体
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
観
光
地
鳥
羽
で
の
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

答	�

市
長　

多
様
な
価
値
観
や
考
え
方
に
基
づ

く
、
新
し
い
学
び
方
、
休
み
方
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
先
行
事
例
の
自
治
体
の
様
子

も
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

南
みなみ

川
がわ

則
のり

之
ゆき

市
長

老
朽
化
な
ど
安
全
面
に
つ
い
て
は

利
用
者
の
声
を
聞
い
て
進
め
て
い
く

市
民
プ
ー
ル
及
び
体
育
館
の

不
具
合
へ
の
対
応
は

市
長

 �

先
行
事
例
の
自
治
体
も
参
考
に　

   　

検
討
し
て
い
く

児
童
生
徒
の
平
日
の
休
暇
取
得
を

推
奨
す
る
制
度
の
導
入
は

日差しが入り競技にも支障が生じている
大規模改修した体育館

健康福祉課で配付されているエンディングノート
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問	�

口
腔
ケ
ア
の
取
組
を
行
う
中
で
見
え
て

き
た
課
題
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答	�

健
康
福
祉
課
副
参
事　

ま
だ
ま
だ
予
防

と
い
う
考
え
方
が
浸
透
し
て
い
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
学
校
を
卒
業
し
た
後

も
、
歯
科
検
診
に
行
く
習
慣
を
若
い
年

齢
か
ら
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

答	�

健
康
福
祉
課
長　

高
齢
世
代
に
歯
科
受

診
の
習
慣
が
な
い
方
が
多
く
、
平
時
か

ら
口
腔
ケ
ア
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
考

え
方
が
ま
だ
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

問	�

医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
を
歯
科
や
保
健
で
活
用

し
て
い
く
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答	�

健
康
福
祉
課
副
参
事　

歯
科
に
お
け
る

活
用
に
つ
い
て
は
、
全
国
で
ま
だ
例
が
な

い
こ
と
も
あ
り
、
法
的
な
問
題
な
ど
に
つ

い
て
関
係
機
関
と
調
整
し
な
が
ら
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

問	�

行
政
歯
科
衛
生
士
の
配
置
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

答	�

市
長　

健
康
福
祉
課
の
業
務
に
は
、
へ
き

地
診
療
所
の
医
師
や
看
護
師
を
は
じ
め
、

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
理
学
療
法
士
、

管
理
栄
養
士
、
保
育
士
な
ど
多
く
の
職

種
が
携
わ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
専
門
的
な

技
術
等
が
必
要
な
場
合
は
、
関
係
機
関

と
の
連
携
の
中
で
、
外
部
人
材
に
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
歯
科
衛
生
士
を
含
め
た
専

門
職
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
組
織
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
の
進
捗
状
況
も
踏
ま
え
て
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
やま

本
もと

哲
てつ

也
や

市
長

組
織
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い

行
政
歯
科
衛
生
士
の

配
置
に
つ
い
て
の
考
え
は

長岡断水事故の破断管(S48敷設)の状態

問	�

今
回
の
事
故
は
教
訓
と
し
、
ル
ー
プ
管

を
い
つ
で
も
使
え
る
状
態
に
保
つ
運
用
上

の
改
善
は
す
ぐ
に
行
う
べ
き
だ
と
考
え

ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答	�

水
道
課
長　

今
回
の
よ
う
に
長
岡
地
区

で
断
水
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
、
ル
ー
プ

管
の
活
用
は
復
旧
を
行
う
上
で
有
効
な

手
段
と
な
る
の
で
、
今
後
早
期
に
活
用
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問	�

市
内
に
約
20
キ
ロ
埋
設
さ
れ
て
い
る
昭

和
48
年
以
前
の
管
に
は
、
今
回
同
様
の

事
故
が
必
ず
起
こ
る
と
認
識
を
改
め
、

即
座
の
行
動
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答	�

水
道
課
長　

市
内
漏
水
調
査
業
務
と
し

て
、
今
年
度
は
鏡
浦
、
長
岡
地
区
が
調

査
区
域
で
あ
る
事
か
ら
、
今
回
の
事
故
を

踏
ま
え
て
、
事
故
箇
所
の
前
後
に
つ
い
て

は
特
に
重
点
的
に
管
路
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
確
認
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
実

際
の
管
路
の
状
況
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
、
市
内
全
域
で
布
設
年
度
が

古
い
も
の
等
の
条
件
に
合
致
す
る
管
路

に
つ
い
て
、
試
掘
調
査
を
行
う
こ
と
も
検

討
し
て
い
ま
す
。

問	�

有
事
へ
の
対
策
が
急
務
と
さ
れ
る
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
「
水
」
の
分
野
で
、
平
時
に

破
断
が
起
こ
る
事
態
は
大
前
提
と
し
て

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
是
正
に
向
け
て
市
長
の
見
解
は
い
か

が
で
す
か
。

答	�

市
長　

水
道
事
業
を
預
か
る
者
の
責
務

と
し
て
、
今
後
も
安
心
安
全
な
水
を
供

給
し
て
い
く
と
共
に
、
将
来
世
代
に
健

全
な
状
態
で
バ
ト
ン
を
渡
せ
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

瀬
せ

﨑
さき

伸
しん

一
いち

市
長今

後
も
安
心
安
全
な
水
を

供
給
し
て
い
く

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
「
水
」
の
分
野
の

是
正
に
向
け
た
市
長
の
見
解
は
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濱
はま

口
ぐち

正
まさ

久
ひさ

木
きの

下
した

順
じゅん

一
いち

問	�

鳥
羽
市
の
外
国
人
の
居
住
に
つ
い
て
、
過

去
と
比
較
し
て
増
減
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

答	�

市
民
課
長　

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

お
け
る
外
国
人
の
方
の
人
数
は
、
令
和

６
年
７
月
末
現
在
で
４
４
１
人
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
令
和
元
年
と
の
比
較
で
は

２
３
２
人
の
増
、
平
成
26
年
と
の
比
較
で

は
３
１
５
人
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問	�

外
国
人
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
保
育
の

現
場
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答	�

健
康
福
祉
課
副
参
事　

日
本
語
を
あ
ま

り
話
せ
な
い
外
国
籍
の
保
護
者
へ
の
対

応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
配
布
文
書
に
ル
ビ

を
振
る
ほ
か
、
実
物
や
画
像
を
見
せ
て
理

解
し
て
い
た
だ
く
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
保
育
シ
ス
テ
ム
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
保
護
者
ア
プ
リ
は
、
翻
訳
機
能

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
外
国
籍
の
児
童
へ

の
対
応
と
し
ま
し
て
は
、
宗
教
上
の
理
由

に
よ
り
、
牛
肉
や
豚
肉
、
調
味
料
の
酒

や
み
り
ん
な
ど
を
除
去
し
た
給
食
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

問	�

近
年
、
災
害
関
連
死
で
亡
く
な
る
方
も

多
く
報
告
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
行
の

「
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
」
で
は
、
災
害
関
連
死
の
認
定
は
ど
う

な
り
ま
す
か
。

答	�

健
康
福
祉
課
長　

災
害
関
連
死
の
認
定

に
当
た
り
ま
し
て
は
、
現
行
の
市
条
例
で

は
、
災
害
関
連
死
の
こ
と
も
含
め
、
災
害

弔
慰
金
等
の
支
給
に
関
す
る
事
項
を
調

査
審
議
す
る
審
議
会
の
規
定
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
条
例
の
改
正
な

ど
に
期
間
を
要
し
、
円
滑
な
審
査
の
開

始
や
認
定
の
判
断
ま
で
に
時
間
が
か
か

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

問	�

昨
今
の
状
況
を
鑑
み
、
災
害
関
連
死
に

つ
い
て
調
査
審
議
す
る
た
め
の
審
査
委

員
会
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、本
市
の
見
解
は
い
か
が
で
す
か
。

答	�

健
康
福
祉
課
長　

大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
際
に
、
災
害
関
連
死
の
こ
と
も
含

め
、
災
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に
関
す
る

事
項
の
審
査
や
認
定
を
迅
速
に
行
う
た

め
に
も
、
弁
護
士
や
医
師
を
は
じ
め
と
し

た
有
識
者
を
構
成
員
と
す
る
審
議
会
等

問	�

外
国
人
は
、
地
域
社
会
の
構
成
員
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
環

境
の
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
か
。

答	�

市
長　

私
な
り
に
答
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
と
、
労
働
力
を
補
う
、
鳥
羽
の

産
業
の
助
け
と
な
る
外
国
人
の
受
け
入

れ
、
そ
れ
と
、
観
光
客
と
し
て
鳥
羽
市
を

訪
れ
て
い
た
だ
く
た
め
の
外
国
人
に
対

す
る
受
け
入
れ
環
境
、
そ
う
い
っ
た
も
の

は
し
っ
か
り
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

の
設
置
は
必
要
で
す
。
県
内
の
各
市
町

に
お
い
て
は
、
今
年
度
に
な
り
、
審
議
会

等
の
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
改
正
に

動
き
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
市
と
し
て
も
、
三
重
県
や
周
辺

自
治
体
の
内
容
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

災
害
弔
慰
金
等
の
審
査
が
速
や
か
に
始

め
ら
れ
る
よ
う
に
必
要
な
規
定
を
盛
り

込
ん
だ
条
例
改
正
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
長

受
け
入
れ
環
境
を
し
っ
か
り

整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

健
康
福
祉
課
長

条
例
改
正
を
進
め
ま
す

外
国
人
の
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
を

ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か

災
害
関
連
死
に
関
す
る

審
査
委
員
会
の
設
置
は
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　８月に１件のＴＯＢＡミライトークを実施しました。

ＴＯＢＡミライトーク実施報告

鳥羽美台町内会
実施日 	８月２日（金）
テーマ 	②子育て支援・教育
　　　　  ④高齢者・障がい者福祉
　　　　  ⑤環境・まちづくり
参加人数 	10 人
広報広聴委員会で協議、報告しました。
当日出された意見については行政常任
委員会で取り扱うこととなりました。

　第188号でお伝えした市民参画検討小委員会において作成された「鳥羽市議会サポー
ター設置要綱（案）」について、９月24日の議会改革推進特別委員会において協議した結
果、「鳥羽市議会サポーター設置要綱」を新たに制定することが決定されました。

鳥羽市議会サポーターについて鳥羽市議会サポーターについて

市議会サポーターとは?

鳥羽市議会の運営等に関し、市民からの要望、提言その他の意見を広く聴取
し、市議会の運営等に反映させ、もって市議会の円滑かつ民主的な運営を推進
すること。

目的

◦議会だより、議会放映等に関する参考意見を述べる
◦議長が依頼した市議会の運営に関する調査事項に回答する
◦議会議員と年に１回以上、意見交換を行う
◦本会議または委員会を年に１回以上の傍聴に努める
◦その他市議会に関すること

役割

鳥羽市内に居住している年齢満18歳以上の市民10名程度
※応募者多数の場合は選考により決定

募集要件

なお、サポーターの募集については、詳細が決まり次第お知らせいたします。
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編集後記
　わたしの議会。（とば市議会だより）第189号をお届けします。
　11ページにご案内しましたように、新たな市民参画の取組として「鳥羽市議会
サポーター制度」を創設します。詳しい募集のお知らせがありましたら、ぜひ応募
いただきますようよろしくお願い致します。
　私たちのまち、鳥羽を良くするために、議会の活動を一人でも多くの市民の皆
様に知っていただくことが大切だと思っています。そして、皆様のご意見ご要望が
議会の力となります。
　これからも透明性のある議会活動をお届けするべく、引き続きご愛読の程お
願い申し上げます。
� 記　木

きの

下
した

　順
じゅん

一
いち

広報広聴委員会 委員長　　濱
はま

口
ぐち

正
まさ

久
ひさ

副委員長　山
やま

本
もと

欽
よし

久
ひさ

委員　　　世
せ

古
こ

雅
まさ

人
ひと

委員　　　山
やま

本
もと

哲
てつ

也
や

委員　　　河
かわ

村
むら

　孝
たかし

委員　　　木
きの

下
した

順
じゅん

一
いち

委員　　　坂
さか

倉
くら

広
ひろ

子
こ

　今回は、TOBA ミライトークを８月に実施した
　鳥羽美台町内会さんにお話を伺いました。

―
今
回
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ａ
ミ
ラ
イ
ト
ー
ク
の
申
し
込
み
に

至
っ
た
経
緯
や
理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
ミ
ラ
イ
ト
ー
ク
に
参
加

し
た
こ
と
が
今
回
の
開
催
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

突
然
太
陽
光
発
電
が
鳥
羽
美
台
町
内
会
に
や
っ
て

き
た
！
何
の
説
明
も
無
い
ま
ま
山
が
破
壊
さ
れ
パ
ネ

ル
が
設
置
さ
れ
て
い
く
！
こ
の
事
態
を
な
ん
と
か
な

ら
ん
も
の
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
ミ
ラ
イ
ト
ー

ク
の
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

わ
が
町
で
も
ミ
ラ
イ
ト
ー
ク
を
開
催
し
、
直
面
し

て
い
る
事
柄
を
市
議
団
の
方
と
情
報
共
有
す
る
こ
と

が
市
民
の
安
全
安
心
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

―
鳥
羽
市
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　

ミ
ラ
イ
ト
ー
ク
は
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
が
対
象

と
な
っ
て
お
り
、
申
し
込
み
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と

感
じ
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
っ

と
幅
広
く
市
民
の
声
を
拾
え
る
よ
う
な
仕
組
み
が
あ

れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
生
生
発
展
し
、
明
日
の
わ
が
町
に
心
地
よ

い
風
を
吹
か
せ
ま
し
ょ
う
。

当日は10名の方にご参加いただき、主に高齢化や子育て、
公共交通（スクールバス、福祉バス、かもめバス）、太陽光
発電等について、貴重なご意見をいただきました。
鳥羽市議会では、今回のミライトークで出た意見を基に行
政常任委員会で引き続き調査を行っていくことを決定しま
した。

プロフィールプロフィール

鳥羽美台町内会
会　長　山

やま

本
もと

英
ひで

嗣
つぐ

　様

今、きらりと輝いている鳥羽の人達にスポットをあてる企画です。

きらり輝く人達


